
【はじめに】福岡輝栄会病院は、福岡市東区に位置する

病床数 259症の二次救急医療機関である。検査科の業務
内容として、生化学、血算、免疫、輸血、生理検査、外

来採血を 13名の技師で行い、11名の技師で、当直業務
を行っている。病理検査、細菌検査は外部委託としてい

る。2021年に GeneXpertシステムを導入し、2022年に
FilmArrayを導入した。当初、新型コロナ PCR検査を目
的としていたが、アフターコロナを考えるに当たり、病

院にとって必要なのは何かと考えるようになった。

GeneXpertは導入当初より、C.difficileトキシン Bの検出、
血液培養中のMRSAの検出が可能であることに注目して
いた。また、FilmArrayは血液培養パネルが存在し、複数
の菌の検出が可能であることがわかり、血液培養の院内

検査の移行を行った。

【対象・方法】2022年 4月より、バーサトレック（ベッ
クマン・コールター）にて培養を開始し、陽性転化した

血液ボトルを用い、グラム染色、FilmArrayによる分析を
行った。感受性試験は、検査センターに依頼した。

【結果】4月の血液培養依頼件数は、14名 85.7%が
2ｾｯﾄ培養であった。陽性は 1件であったが、コンタミと
考えられた。5月は 25名 100%の 2ｾｯﾄ培養であった。陽
性は 5件であり外注先の同定結果と全て一致した。陽性
率は 20%であった。培養開始から結果報告時間は 16時
間であった。

【まとめ】血液培養の院内検査化は、適切な抗菌薬の選

択を迅速に行うことができる有効な手段である。細菌検

査の設備の必要がなく、PCRを用いた血液培養に特化し
た細菌検査であるが、臨床に有用と考える。
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